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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成28年9月8日(2016.9.8)

【公開番号】特開2016-32811(P2016-32811A)
【公開日】平成28年3月10日(2016.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2016-015
【出願番号】特願2015-215547(P2015-215547)
【国際特許分類】
   Ｃ０２Ｆ  11/14     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  21/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０２Ｆ   11/14     ＺＡＢＤ
   Ｂ０１Ｄ   21/01     １０５　

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月22日(2016.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の高分子凝集剤の溶液を、被処理物としての汚泥に加え、少なくとも１つの撹拌機
により、前記汚泥と前記第１の高分子凝集剤の溶液とを混合して混合汚泥を調製する混合
汚泥調製工程と、
前記第１の高分子凝集剤と同一若しくは異なる第２の高分子凝集剤の溶液を前記混合汚泥
に加え、前記混合汚泥と前記第２の高分子凝集剤の溶液とを混合して凝集フロックを形成
する凝集フロック形成工程とを有し、
該混合汚泥調製工程において、回転速度を１０００ｒｐｍ以上に設定し、撹拌部の容積（
Ｌ）当たりの消費電力（ｋＷ）が１．０（ｋＷ／Ｌ）以上となるように調整した撹拌機の
消費電力（ｋＷ）Ａと、汚泥の汚泥処理量（ｋｇ／ｈ）Ｂと、該汚泥濃度（ｇ／Ｌ）Ｃと
の関係が、次の式（１）：
式（１）・・（消費電力Ａ×汚泥濃度Ｃ）／汚泥処理量Ｂ＝０．１５～１．１０
が成り立つように調整して混合を行う、汚泥の処理方法において使用する第１の高分子凝
集剤であって、
水に２ｇ／Ｌで溶解し、Ｂ型粘度計を使用して２５℃、６０ｒｐｍの回転数で測定した粘
度が１４７ｍＰａ・ｓ以上である高分子凝集剤。
【請求項２】
前記粘度が２２５ｍＰａ・ｓ以上である請求項１に記載の高分子凝集剤。
【請求項３】
前記粘度が２８０ｍＰａ・ｓ以上である請求項１に記載の高分子凝集剤。
【請求項４】
アクリレート系高分子凝集剤である、請求項１～３のいずれか１に記載の高分子凝集剤。
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